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圈

otlaicher著

「Kritikamauto」(1984年)

自動車 につ いて は,雑 誌 をは じめ各種 の著作 が数多 く出版 され てい る。ま た文明 批判 的 、

な論 議 の 中心対 象 と なる こ とも少な くない。 しか し批判(Kritik)の 名 に価 す る包括 的 な

論及 に真正 面 か ら取 り組 ん だ著 作 とい うこ とになれ ば,む しろ見 い出す のが困 難で あ る。

今 回紹介す るオ トゥル ・ア イ ヒャーに よる 「自動 車批 判」 は,そ う した批 判の 出発 点 とな

る もの と言 え る。そ れ は論点 の詳細 な吟味,実 証,著 作 と して の ま とま りとい う点 でなお

十分 とは言 い難 い に して も,そ の基 本的骨 格 におい ては包括 的 な内容 と積 極的 な批判精 神

が うかが え るとい う意 味 にお いてで あ る。

彼 が批判 とは科 学 と異 な って態度 表明で あ る(序 文)と 述 べ てい る ように,本 書 におい

て注 目す べ きは彼 の 明確 な 態度 表明 とそ れに基 づ く首尾 一貫 した批 判姿勢 で あ る。 「正 し

い 自動車 に と って の批 判基 準 は使用性 で あ る」(s.29)と 言 う よ うに,ア イ ヒャー は,現

実 の生 活空 間の 中で使 用 され るべ き もの と して 自動 車 がい かに あ るべ きか を問 い,そ こか

ら自動 車史 お よびそ のデザ イ ンの流 れ を批判 し,そ の解 答 を具体 的 な形で提 示す る。 だか

ら本書 は単 な るス タイ リ ングや技 術 的発 展 に却 ける言 わゆ る名車 の成 功物語 で はな い。

ア イ ヒャー は,1922年 生 れの ドイッの グラ フィ ック ・デザ イ ナーで,1972年 の ミュンヘ

ン ・オ リン ピ ック大会 の グ ラフ ィ ックを担 当 した こ とで もよ く知 られ てい る。彼 は,バ ウ

ハ ウスの ドイ ッにお け る後 継者 とも言 われ る ウル ム造形 大学 の創 立者 イ ンゲ ・シ ョール と

結 婚 してお り,こ の大 学の 設立計 画 に参 与す る とと もに,1955年 よ り教 授 とな り,1962-

64年 には学長 を勤 め た。彼 の グラ フィ ック ・デザ イ ンに も窺 え る合理 的で機 能重視 のデ ザ

イ ン姿 勢 は,こ のよ うな経 歴 と も深 くかか わ って いる し,そ れ が本書 での批判 の基 本姿勢

と もなって い る。

さて ア イヒ ャーが今 日か ら近 き将来 に向 けて正 しい 自動車 の あ り方 としてイ メー ジ して

い る もの を簡 単 に言 えば,余 分 な幅 と長 さを切 り詰 め,従 来 よ り屋 根 を高 くした小 型車 で
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ある。 言葉 に表 わせ ば これだ けの こ とで あ るが,こ れ は言 わ ば海面 に現 わ れた氷 山 の一角

と も言 うべ き結 論 にす ぎず,そ の海 面下 に これ を導 き出 した大 きな批判 の領 野が 広が って

いる。 そ の中心 は,従 来 の 自動車 の 開発傾 向が ,レ ー シング ・カーや手 作 りに近 い高 級車

を理想 的モ デ ル と し,そ れ を量 産化 ・大衆化 す る とい う方 向 にあ った こ とに対す る否 定的

批 判で あ る。 レー シ ング ・カーや高級 車 は,そ れぞ れの時期 の技術 的先 端 を実現 してお り,

高性 能 ・高 品質 ・高速 度 の車で あ る。そ れがモ デ ル とな って スポー ッ ・カーが量 産化 され

た り,よ り低 価格 の車 にその成果 が 実現 され てい くとい う方 向 が開発 の基本 とな って きた 。

この こ とは技 術 的 に見れ ば正 しい方 向の よ うに見 える。 しか し逆 に見 れば低 価格 車 の高級

化 とい う意味 を持 ち,そ こに夢 や憧 れの ス タイ リングに おけ る実現 とい うイメ ージの 問題

が 随伴 す るこ とに なる。 その典型 的 な例が流 線 型で あ る。 レー シ ング ・カーは高速 度 を競

うため に当然 空気 抵抗 の少 ない流 線型 を追 求す る。 そ こか ら流 れる ような 曲線 を持 つ 半水

.滴 型が理 想 的で憧 れ の イメー ジ とな り,ス ポ ーッ ・カー は勿 論,普 通 の乗用 車の ス タイ リ

ング を強 く支 配 す るこ とにな る。 そ して一般 に低 く長 く曲線 的 なス タイルが 基調 とな り,

その結果,運 転姿 勢 は半 ば横 た わる姿 勢 を強い られ,視 野が 狭 め られ,乗 降 に苦労 す る こ

とを我 々 は余 儀 な くされ るので ある。

以 上 の こと は一 つ の不可 避的 な流 れ とも言 える もので,彼 が批判 す るの は,個 々の 自動

車 のス タ イ リングー般 を支 配 してい る基調 とそ れ を生 み 出す メカニズ ム とも言 うべ き開発

傾 向で あ る。 従 って アイ ヒ ャーが,ま っす ぐに座 って 運転で き,視 野 を広 く,乗 降 を容 易

にすべ く屋根 を高 くす る こ とを,正 しい 自動 車 の姿 と して主 張す る時,そ れ は同時 に従 来

の 開発姿 勢の 変革 とい う意 味 を含 んで い るので ある。

また幅 や長 さを切 り詰め た 自動車 とい うの は,具 体 的 には,カ ム ・テ ール と呼 ばれ る後

部 をほ ぼ垂直 に断 ち切 った ス タイルで,後 尾 に ドア を付 けたハ ッチ ・バ ック型 式 の 自動 車

を意 味す る。 そ れは,今 日で もなお乗 用車 の主流 であ る4-5人 乗 り,4ド アで後 部 に ト

ラ ンク ・ル ームの あ る自動車 に対 して,こ の トラ ンク ・ル ームの部 分 を余 分 な もの と して

切 り落 し,長 さを減 じた ものであ る。荷 物用 の スペ ース は,後 部座 席 を折 りたた み式 に し

て,必 要 な時 に は座席 に も荷 物用 スペ ース と して も利用 で きる ように して確保 すべ きだ と

される。 その理 由は,今 日の 自動車 の使 用状 況 を統 計 的 に見 た場合,ほ とん どの場 合が,

1人 乗 りか2人 乗 りで あ って,そ の方 が実質 的で合 理 的だか らで ある。現 実 的な使 用傾 向

と してか つて の主 流で あ った家族車 に対 して,現 在 以 降1個 人1台 の時代 になる とい う予

測の下 に,個 人車 こそが 主流 に なるべ きだ とい うので あ る。

なお カム ・テ ール型 とい うの は,1930年 代 に ウニベ ル ト ・カ ム博 士が風 洞実験 か ら導 き

出 した フ ォル ムで,い わゆ る後部 に向 って低 く流 れ るよ うな後 尾 を持 った流線 型 よ りも優

れた空 気抵 抗係 数 を示 し,フ ォル ム 自体 と して も理 に適 って い るの であ る。

-130一



この よ うに して ア イ ヒャー は,自 動車 史 を振 り返 え る時 も,小 型 車 の歴 史 を重視す る。

た とえ ば,1935年 ドイツの フ ェルデ ィナ ン ト ・ポ ルシ ェ博 士 に よって 開発 された フ ォル ク

ス ・ワ ーゲ ン ・かぶ と虫 の プロ トタ イプ,1948年 に発 表 され た フラ ンスの シ トロ ーエ ン2

CV,1959年 発 表 の イシ ゴニ シス に よって 開発 され た イギ リスの ミニ,1974年 に登場 し,

か ぶ と虫 の後 継車 とな っ た フ ォル クス ・ワー ゲ ン ・ゴル フ,さ らに1983年 の イ タ リアの

フ ィア ッ ト・ウノ などが,正 しい 自動 車 の歴 史 を作 り出 して きた,あ るいは作 りつつ あ る

もの と して注 目され る。

、VWKafer1939年 より

Citroen2CV1949年 よりmorrismini1959年 よ り

VWgolf1974年 よりFIATuno1983年 よ.り

時 速300kmで 疾走 で きる ターボ ・チ ャー ジ付 きのポ ル シェ,1982年 の発表 当 時"世 界最

速 の量産 車"と 評価 され,時 速2001an以 上 で巡行で きるア ウデ ィ200,あ るい は高品 質,高

性能 で定 評 のあ るベ ンツ やBMWの 量産車 な どに比較 す れば,速 度 ・性能 ・品 質 におい て

見劣 りす る とは言 え,今 日で は どの小 型車 で も時 速100㎞ 以上 で の巡行 が可 能 であ る。 そ

して西 ドイ ツを除 けば,ど の先 進諸 国で も時速100km-130kmの 最高速 度制 限が定 め られて

い る こと を考 え るな らば,そ れ以上 の高速 度性 能 は一 般 には非 実際 的な夢 で しかな い。 ま

た燃料 消 費や排 気 ガスの 点で も高速 度性能 は否 定的要 因 とな る。

それ故 我々が 自動車 に対 して持つ 夢や憧 れ を別 にす れ ば,小 型車 が実用 的乗用 車 の主流

となるべ きだ とい うア イ ヒャーの主 張 は説 得力 を持 って いる と言 えよ う。 しか し日本 車の

国際 的成 功 に見 られる よ うに,現 在 小型車 が徐 々 にその地位 を確 立 しつ?あ るとは言 え,
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世界の自動車産業全体 において考 えるならば,小 型車 は主流ではないし,そ の 日が近い と

も容易には言 えない。小型車の主流化 とは,合 理的な実用性を基本とする方向への転換で

あ り,根 本的変革 を意味する。その ことは,自 動車産業のあ り方,宣 伝 ・広告や自動車

ショー,自 動車雑誌のあ り方,さ らにユーザーの考え方や利用の仕方 にまで影響を及ぼし,

変革を迫まることであって,言 わばこれ までの自動車文化そのものの変革 とも言えるので

ある。

ところで文明や文化の次元にまで議論が展開すると,都 市の死,環 境汚染,交 通事故な

ど自動車にかかわる否定的側面か ら,自 動車の廃止,追 放を唱えるような文明批判的論争

に対 して も無関心ではありえな くなる。アイヒャー自身は基本的に自動車の存在 を認める。

彼 は"や むをえない"と いう消極的な理由によってではな く,人 間自身とのかかわ りにお

いて積極的に自動車の存在理由を見い出そ うとする。彼は,自 動車が個人の"意 のままに

なる"と いう本質を持つことに,つ まりいつ,ど こへ,誰 とドライブす るかを個人が 自由

に決定 しうるという性格 に,そ れが身体の一部 とな り,人 格の拡張におおいに寄与すると

い う意義 を見てとっている。単に人や物の移動のための道具という有用性においてという

よりも,み ずか らの意のままに空間を移動するとい う体験その ものに存在意義を見ている

のである。従って近年注 目されてきた,ジ ープに代用 されるようなオフロー ド用の性 能

(たとえば4輪 駆動)を 持つ 自動車について も,そ の可能性 と意義 を評価する。

しかしなが らこの存在理由は,自 動車に特有の ものではなく,オ ー トバイや自転車 さら

にみずか らの足で歩 く歩行にも認められるべ きもので,そ の点か ら彼は都市における交通

機 関としての自動車の優遇という現状を批判 し,そ れ らを対等 に扱 う交通政策や都市計画

の必要 を指摘 している。

今 日交通体系は種々の問題 をかかえている。それぞれが単独で解決されることはありえ

ないし,ま た全体が一挙に解決される方法 も見出し難い。我々に残されている道は,一 つ

一つの問題の解決 に取 り組みなが ら,そ の全体に対す る影響を見て,再 び最初の課題 を再

解決するという絶 えざる努力の積重ねで しかないであろう。先に述べたアイヒャーの正 し

い自動車のイメージとは,ま ずは自動車その ものについて為 しうる解決の一つのあ り方で

ある。その際彼がデザイン批判の基準として使用性 をかかげているのも,こ れが基準とし

て最 も基礎的な ものだか らであ る。使用性に疑問があるものについて,.ス タイリングの

適 ・不適を問うことも,技 術的性能の高 さを評価す ることも無意味である。

最後に使用性 という概念は,デ ザ イン批判にとっては当然のことであって,そ れを強調

したからといって,特 にアピールす るものがあるわけでもない。本書において大切 なこと

は,そ れに基づいてアイヒャーがデザイン批判を,い かに徹底的に首尾一貫 して展開して

いるかという,そ の姿勢 と具体性である。(渡 辺 真)
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